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業績予想の修正に関するお知らせ 

 当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、平成 28年 5月 11日に公表した業績予想を下記の通り修正 

することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

１．平成 29年 3月期の連結業績予想数値の修正 

(1) 第 2四半期累計連結業績予想数値の修正（平成 28年 4月 1日～9月 30日） 

 

 

 

売上高 

 

営業利益 

 

経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
     百万円 

172,500 

    百万円 

     4,000 

    百万円 

     7,000 

     百万円 

      4,300 

    円 銭 

     24 65 

今回修正予想（Ｂ） 172,500       7,300 10,900 6,800 38 97 

増減額（Ｂ－Ａ） ― 3,300 3,900 2,500  

増減率（％） ― 82.5% 55.7% 58.1%  

（ご参考）前期実績 

平成 28年 3月期第 2四半期 
169,756 5,866 8,470 4,835 27 73 

 

(2) 通期連結業績予想数値の修正（平成 28年 4月 1日～平成 29年 3月 31日） 

 

 

 

売上高 

 

営業利益 

 

経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
   百万円  

    354,000 

    百万円 

    15,000 

    百万円 

    20,500 

     百万円 

     12,500 

    円 銭 

     71 65 

今回修正予想（Ｂ） 352,000 17,000 22,500 13,800 79 08 

増減額（Ｂ－Ａ） △2,000 2,000 2,000 1,300  

増減率（％） △0.6% 13.3% 9.8% 10.4%  

（ご参考）前期実績 

平成 28年 3 月期 
348,539     17,179     22,678      14,497      83 12 

 



 

２．修正の理由 

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上面では、放送事業セグメントをはじめ、

各セグメントとも、期首の想定に近い水準で推移しました。また、コストコントロールの継続等に

より、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前回予想を上回りました。 

当社グループの主力でありますテレビのタイム収入、スポット収入等は、第３四半期以降も堅調

な推移を見込んでおります。通期の業績につきましても、一部子会社の売上予想が期首想定を下回

りますが、営業利益以下の各利益は、上記第２四半期連結累計期間の上方修正をほぼ反映する形で、

前回予想を上回る見通しです。 

  なお、配当予想につきましては、今後の業績の推移等を見極めた上で改めて検討することとし、

現時点におきましては、平成 28年 5月 11日に公表した通りの配当予想とさせて頂きます。 

  

(注)上記の業績予想につきましては、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する

一定の前提に基づいており、実際の業績は様々な要因により異なる場合があります。 

 

以上 


